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 今日も晴天の一日でした。今日はアッシュバートン・

カレッジからバスで自然学習と高等教育機関訪問のため

にクライストチャーチへ向かいました。午前中

Willowbank Wildlife Reserve を訪問し、ニュージーラン

ド固有の鳥類を中心に観察しました。固有種の多くは

Kiwi のように飛ぶことが出来ないため、海外から持ち込

まれたフェレットや犬などによって幼鳥のうちに捕食さ

れてしまうそうです。ガイドの方からその生息地域や数、

保護の取り組みなどのレクチャーを受けました。 

 午後は、University of Canterbury(カンタベリー大学)

を訪問しました。カンタベリー大学はニュージーランド

にある８つの国立大学のうち、２番目に古い大学で、学

生１５，０００人、留学生は７０カ国から１，３００人

（うち日本人は６５－７０人）が学んでいます。２月と

６月の地震で、高層の建物を中心に被害を受け、仮設の

プレハブ教室が建ち並んでいました。その仮設の教室で、

留学生担当の方から英語で、大学の説明と留学するにあ

たって必要な情報を得ました。日本から留学する場合は７ヶ月の基礎コースを受講したの

ち、３年または４年の学位コースに進むとのことでした。本校の生徒たちは、説明に熱心

に耳を傾け、一生懸命にメモをとっていました。 一通り説明を受けた後、キャンパスツ

アーに案内されました。みな７６ヘクタールという広大なキャンパスと自然豊かな環境に

一様に驚いていました。 

  

早いもので、今日でアッシュバートン・カレッジでのプログラムは終了です。夜は、ホ

ストファミリーが一堂に会し、学校の講堂で Farewell Party を行いました。生徒たちは感

謝の気持ちを込めて、校歌とカントリーロードを斉唱し、ドラえもん音頭を披露しました。

その後、茶道や浴衣、書道など日本の文化を紹介しました。また、本校の生徒一人一人に

修了証と記念品が贈られ、みな感動していました。料理を囲みながら、みなホストファミ

リーと歓談したり、写真を取り合ったりしていました。明日からの週末はホストファミリ

ーと過ごすことになっています。最後にどんな思い出を作るのでしょうか。 


